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ＮＯ ２３ 
渡辺 3 兄弟(米沢市)：ゆき（幸・小５）・きら（綺羅・5 歳）・らいき（来生・３歳）：、爺爺：武石雄市(67 歳) 
 
前号で懸念した少年犯罪が
大阪府寝屋川市でまた起こ
ってしまった。 
短絡的な行動を、オリエンテ
ーリング（野活）に連れ出し、
自然の仕組みや生命につい
て習得させ、是正の手伝いは
出来ないものだろうか。 
 
インターネットで見たよ 

1 月 27 日、スイスでマスターズ
参戦中の爺爺と電話。 
来生「はい、わたなべ です」 
爺爺「らいちゃん、じいじいは遠

い国から電話してるけど、ゆ
きにいにい いる？」 

来生「うん、ゆきにかわります」 
ゆき「もしもし、爺爺 3 位おめで

とう」 
爺爺「え！知ってたの？」 
ゆき「うん、お父さんがインター

ネットで見せてくれたんだ」 
爺爺「なーんだ、そうか。爺爺は

折角ドコモのホーマーを持っ
てきたので知らせてあげよう
と思ったのに。じゃぁ、おば
あさんにも電話しておいて
ね」 

ゆき「うん爺爺お土産待ってるよ」 
爺爺「よっしゃ！チョコレート買

っていくからね」 
 
２ｈプレスキーＯ大会 
米沢を母子 4 人、磐梯高原まで

車で乗り入れた。 
爺爺「吹雪だったけど、大丈夫だ

った？」 
きら「じいじい、ママ車とぶつか

ったよ」 
来生「スルスルスルー、パチーン

ってしたんだよ」 
爺爺「どれどれ、バンバーの角が

へっこんでるね。みんな大丈
夫なの？」 

ゆき「うん、大丈夫だよ」 

―今日のスキーＯ大会、幸は小学
生クラスに申し込んでいる。 
小学生コースは短い距離なので競
技責任者の内山氏と相談してチャ
レンジコースも走らせることにし
た― 
 
爺爺「ゆき、内山さんから何か聞

いたか？」 
ゆき「うん、僕、小学生コースの

あとにもう一度チャレンジコ
ースを走るんだ」 

爺爺「寒いし、吹雪でトラックの
消えているところがあるかも
しれないけど、これくらいが
修行には良いからね」 

 
リフトアップスタートする幸 
 
―大人が挑戦しているチャレンジ
コースも、スキー技術が確かにな
った幸は、難なくゴールした― 
 
クロカンスキー 

2 時間トライアル 
 前夜、休暇村の食堂で町井瑞希
君と夕食が一緒になった。 
爺爺「幸も、2 時間トライアルの

挑戦が 3 年目になったね。去
年の距離は確か 17.4 キロだ
ったかな」 

ゆき「去年までは、スキーがぎざ
ぎざのついたノンスリップだ
ったからさ、今年はがんばる
ぞ！」 

爺爺「そうだね、板やポールもス
ケーティングできるものにな
ったし、20 キロは超えそうだ
ね」 

ゆき「爺爺、僕の今年の目標は 25
キロだよ」 

爺爺「おっとー、いいねぇ、で、
瑞希君の目標は？」 

ゆき「20 キロだって」 
爺爺「瑞希君、君のスキーも今年

スケーティングできるスキー
を買ってもらったよね。爺爺
の目は 20 キロ以上はいける
と感じてるよ。20 キロの目標
は低いと思うよ。目標は高く
持って 25キロにしないかな」 

―部屋に戻って幸に言った― 
爺爺「ゆき、幸は日本でスキーＯ

広め、初めて IOF のメダルを
取った爺爺の孫なんだ。これ
から、しっかり練習して日本
の代表選手になるように教え
るからいいかな」 

ゆき「うん」 
―当日は約 300 名集団のマス 
スタート、先頭を争ってスキー 
を引っかけて転倒する者、ポー 
ルを折る者が出る。その修羅場 
をくぐり抜けて、いよいよ 1 周 
３キロの周回に入る。 
昨年までは、３周回目の何処 

かで幸を追い抜いていったが、今
年はとうとう最後まで幸の姿を見
ることができなかった。何かアク
シデントがあったかな？。     
疲労困憊した体を引きづって記

録所に到着すると、幸が爺爺の姿
を見つけてオーバージャージーを
着せてくれた。その気遣いに爺爺
は幸の成長を見た。― 
ゆき「じいじい何キロ？」 
爺爺「２８．７キロかな？ゆきは

何キロなの」 
ゆき「２６．３キロだよ」 
爺爺「えーっ！がんばったねー。

爺爺は３０キロの目標を立て
たけど届かなかったよ」 

ゆき「僕、大里さんに勝ったよ」 
―爺爺は、確実に幸が成長して 
いることに手ごたえを感じた― 

孫と 爺爺の オリエンテーリング 5) 
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マスターズの写真 
ゆき「爺爺、このおばさんはどこ

の人？」 
爺爺「この人はアメリカの人でシ

ャロンさんという人だよ」 
ゆき「爺爺の知ってる人なの？」 
爺爺「うん、爺爺だけじゃなくて、

日本人で知ってる人はたくさ
んいるよ。フットの人たちも
ね」 

ゆき「有名な人？」 
爺爺「オリエンテーリングでは有

名だと思うよ。爺爺は１０年
くらい前にノルウェーで初め
て会ったんだ。シャロンさん
は日本人がとっても好きなん
だよ」 

ゆき「シャロンさんもメダル下げ
てるね」 

爺爺「そうだ金メダルだよ。シャ
ロンさんは毎年のマスターズ
に参加して必ず入賞すること
でも有名だよ。今年もＷ６０
で優勝だもんね。爺爺が３位
になったことをとても喜んで
くれて、ゆういちおめでとう、
ゆういちおめでとう、といっ
て記念写真を撮りあったん
だ」 

 
 
 
 
 
 

ゆき「そうなんだ。この写真はス
イスの電車？」 

爺爺「そう、ここは会場に近いス・
チャンフ駅なんだけどなっか
変わってないかね」 

ゆき「？？？」 
爺爺「駅に電車が止まってる所に、

ホームがないでしょう。ヨー
ロッパの駅は土台が高いホー
ムがないんだ」 

ゆき「電車に乗るのに階段のよう
に登っていくの？」 

 

 
 
爺爺「床が低い電車もあってね、

自転車や車椅子も楽に乗れる
ようになってるんだ」 

ゆき「良くできてるんだね」 
 
ゆき「この写真は？」 
爺爺「ベルニナ特急から氷河を眺

めてる写真だよ」 
ゆき「大里さんと？」 
爺爺「高原さんも一緒だよ。 

2253ｍの高い峠を曲がりくね
ってゆっくり越えていくんだ。
素敵だったよ」 

ゆき「ありがとう、じいじい」 
 
―今夜は冬に珍しい星明りだ― 

 


